
 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

ヒバ開発

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

当社は天

ら、その恩

社登録商標

て親しまれ

を行ってお

の共有特許

庁長官賞を

れたことが

 当社は 1

間まぐろ」

売を開始し

で抗菌性に

ヒバ油を使

1997

青森県産業

錯体及びそ

芳香剤・化

青森ヒバ

キンケア商

してお使い

右の写真

ら時計回り

①化粧せ

ーション

⑩コンデ

であり、こ

活用されて

援事例 

発株式会

青

ジ URL 

１

5

天然ヒバのパ

恩恵を最大限

標を使用して

れ、他社製品

おります。20

許が東北地方

を受賞し、知

が強みとなり

1988 年、青

で有名な大

しました。青

に優れている

使用した天然

年には化粧

業技術センタ

その製造方法

化粧品・入浴

バに多く含ま

商品は、皮膚

いいただけま

真は当社登録

りに 

せっけん ②

ン ⑥化粧水

ディショナー

このうち⑤⑦

ています。 

【INPIT

会社 

青森県下北郡

１９８８年 

5 人 

パイオニアと

限に活かした

ている商品の

品との差別化

019 年 10

方発明表彰（

知事表敬を行

り、問合せや

青森ヒバの加

大間町で設立

青森ヒバは青

ることなどが

然芳香剤の販

品製造工場

ターと共同開

法」で特許第

浴剤等の販売

まれる有効成

膚への安全性

ます。 

録商標を使用

②入浴剤 ③

水 ⑦乳液

ー ⑩ボディ

⑦⑨⑩には、

T 青森県

郡大間町 

として天然ヒ

た技術や商品

の購入者様か

化が図られて

0 月には当社

（公益社団法

行ったことで

や注文の増加

加工・販売を

立され、青森

青森県の県木

が特徴で、そ

販売を開始し

を新設し、

開発した「ヒ

第 4423350

売を行ってい

成分ヒノキチ

性、光や熱に対

用している一

③消臭スプレ

⑧日焼け止

ーソープ 

中小企業庁長

県知財総

業 種

資本金

企業概要

バの育む自

品開発を強み

らは「HIBA

ている点を強

社と青森県産

法人発明協会

でメディアに

につながって

を目的として

森ヒバ健康安

木であり、よ

その後、当社

しました。 

200９年に

ヒノキチオー

0 号を取得し

います。 

チオールを配

対する強さの

押し商品群で

レー ④ヒバ

止めクリーム

⑪ペットボ

長官賞を受賞

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 青森ヒ

金 1,000

 

然を大切に

としています

A LIFE さん

みとして販路

業技術センタ

主催）で中小

も広く取り上

ています。 

て、本州最北

安眠枕「ひば

よい香りや美

社は「ひば眠

には地方独立

ール・脂肪酸

して、これを

配合した当社

の向上により

で、右下の石

バ精油 ⑤全

ム ⑨シャン

トル入り入浴

賞した特許技

み 

品 

援窓口】 

バの加工品

0 万円 

しなが

す。当

」とし

路拡大

ターと

小企業

上げら

北端の「大

ば眠」の販

美しい木肌

眠」に続き

立行政法人 

酸亜鉛複合

を活用した

社のス

り安心

石鹸か

全身ロ

ンプー 

浴剤 

技術が

商

商

２０１９年

品・化粧品製

当社

商標登録第49

商標登録第49

商標登録第4

年度版 

製造販売 

社工場 

972871 号

97287３号

4221550 号

号

号

号

 

知財総合支

 同社社長

化に取り組

果的に活用

 商品ラベ

ことについ

知的財産権

た。 

新商品の

て助言し、

また、当窓

ながりまし

同社は、

標権の権利

を購入した

とで自社ブ

うになりま

になり、売

特産品を

社の強みに

知財総合支

支援窓口活

長は商品に対

組んできまし

用していくこ

ベルやホーム

いて支援しま

権の現況一覧

の標章の権利

出所がしっ

窓口から紹介

した。 

窓口を利用

利範囲をしっ

た方からの問

ブランドとの

ました。また

売上も前年度

効

つ

る

す

を利用した商

になります。

支援窓口に相

活用の概要

対する強い想

した。自社製

ことの大切さ

ムページでの

ました。また

覧を確認する

利化や、イベ

っかりと表示

介した特許登

用することで

っかり理解し

問合せに対し

の違いを理解

た県外の催事

度比１０％ほ

窓口担当

同社は、県

効果的に活用

つ商品を通し

る「HIBA LIF

す。 

商品開発から

自社ブラン

相談すること

窓

窓口

（記：窓口

想いとともに

製品を知的財

さを意識して

の知的財産権

た当窓口から

ることにより

ベント出展の

示されたこと

登録料減免制

で商品開発の

して商品を販

して、同社商

解していただ

事においても

ほど増加して

当者から一

県民に親しまれ

しています。

して、これか

FE」（ヒバラ

企業か

ら販売まで、

ンドの構築か

とが重要です

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

に知的財産権

財産で守ると

もらえるよ

権の表示等や

のアドバイ

り新たな視点

の際の商品や

によって効果

制度を利用す

の段階から知

販売するよう

商品は登録商

だいて差別化

も自社商品に

います。 

言 （氏名

れている青森

。芳香剤や化

らも会社名で

ライフ）を実

からのメッ

各段階ごと

から販路拡大

す。 

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

権への意識が

と共に、社員

うにと、当窓

や、商標権の

スで、J-Pla

点が生まれ新

やパンフレッ

果的な商品

することで知

的財産権へ

になりまし

標をラベル

を図り、改

自信を持ち、

名：今野 

森ヒバを利用

化粧品、そし

である「ヒバ

実現してくれ

セージ 

とに知的財産

大に向けて、

概要 

概要 

ったところ

が高く、新商

に自社の知

窓口を利用す

更新及び新た

atPat を活

商品開発の

ト等への知

PR が行え

的財産権維

の社内意識が

た。また当社

に使用してい

めて同社の商

、安心して営

峰子） 

用した商品づ

して入浴剤等

バ開発」によ

れる商品を提

を意識して保

自信を持って

ろ 

品発売前に出

的財産権とそ

するようにな

たな出願を自

用して同社が

きっかけにも

的財産権の表

るようにな

持管理費の削

が高まり、取

社の芳香剤の

いることを説

商品を購入い

営業活動がで

づくりに知的

等、身の回り

より、豊かで

供いただきた

保護していく

て活動してい

出願や権利

それらを効

なりました。

自社で行う

が保有する

もなりまし

表示につい

りました。

削減にもつ

取得した商

の類似商品

説明するこ

いただくよ

できるよう

的財産権を

りで役に立

で潤いのあ

たい思いま

くことは会

いくために

2022年09月13日更新　新原稿

https://www.aomori-hiba.com/



 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

ヒバ開発

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

当社は天

ら、その恩

社登録商標

て親しまれ

を行ってお

の共有特許

庁長官賞を

れたことが

 当社は 1

間まぐろ」

売を開始し

で抗菌性に

ヒバ油を使

1997

青森県産業

錯体及びそ

芳香剤・化

青森ヒバ

キンケア商

してお使い

右の写真

ら時計回り

①化粧せ

ーション

⑩コンデ

であり、こ

活用されて

援事例 

発株式会

青

ジ URL h

１

5

天然ヒバのパ

恩恵を最大限

標を使用して

れ、他社製品

おります。20

許が東北地方

を受賞し、知

が強みとなり

1988 年、青

で有名な大

しました。青

に優れている

使用した天然

年には化粧

業技術センタ

その製造方法

化粧品・入浴

バに多く含ま

商品は、皮膚

いいただけま

真は当社登録

りに 

せっけん ②

ン ⑥化粧水

ディショナー

このうち⑤⑦

ています。 

【INPIT

会社 

青森県下北郡

http://www

１９８８年 

5 人 

パイオニアと

限に活かした

ている商品の

品との差別化

019 年 10

方発明表彰（

知事表敬を行

り、問合せや

青森ヒバの加

大間町で設立

青森ヒバは青

ることなどが

然芳香剤の販

品製造工場

ターと共同開

法」で特許第

浴剤等の販売

まれる有効成

膚への安全性

ます。 

録商標を使用

②入浴剤 ③

水 ⑦乳液

ー ⑩ボディ

⑦⑨⑩には、

T 青森県

郡大間町 

w.aomori-h

として天然ヒ

た技術や商品

の購入者様か

化が図られて

0 月には当社

（公益社団法

行ったことで

や注文の増加

加工・販売を

立され、青森

青森県の県木

が特徴で、そ

販売を開始し

を新設し、

開発した「ヒ

第 4423350

売を行ってい

成分ヒノキチ

性、光や熱に対

用している一

③消臭スプレ

⑧日焼け止

ーソープ 

中小企業庁長

県知財総

hiba.com/ 

業 種

資本金

企業概要

バの育む自

品開発を強み

らは「HIBA

ている点を強

社と青森県産

法人発明協会

でメディアに

につながって

を目的として

森ヒバ健康安

木であり、よ

その後、当社

しました。 

200９年に

ヒノキチオー

0 号を取得し

います。 

チオールを配

対する強さの

押し商品群で

レー ④ヒバ

止めクリーム

⑪ペットボ

長官賞を受賞

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 青森ヒ

金 1,000

 

然を大切に

としています

A LIFE さん

みとして販路

業技術センタ

主催）で中小

も広く取り上

ています。 

て、本州最北

安眠枕「ひば

よい香りや美

社は「ひば眠

には地方独立

ール・脂肪酸

して、これを

配合した当社

の向上により

で、右下の石

バ精油 ⑤全

ム ⑨シャン

トル入り入浴

賞した特許技

み 

品 

援窓口】 

バの加工品

0 万円 

しなが

す。当

」とし

路拡大

ターと

小企業

上げら

北端の「大

ば眠」の販

美しい木肌

眠」に続き

立行政法人 

酸亜鉛複合

を活用した

社のス

り安心

石鹸か

全身ロ

ンプー 

浴剤 

技術が

商

商

２０１９年

品・化粧品製

当社

商標登録第49

商標登録第49

商標登録第4

年度版 

製造販売 

社工場 

972871 号

97287３号

4221550 号

号

号

号

 

知財総合支

 同社社長

化に取り組

果的に活用

 商品ラベ

ことについ

知的財産権

た。 

新商品の

て助言し、

また、当窓

ながりまし

同社は、

標権の権利

を購入した

とで自社ブ

うになりま

になり、売

特産品を

社の強みに

知財総合支

支援窓口活

長は商品に対

組んできまし

用していくこ

ベルやホーム

いて支援しま

権の現況一覧

の標章の権利

出所がしっ

窓口から紹介

した。 

窓口を利用

利範囲をしっ

た方からの問

ブランドとの

ました。また

売上も前年度

効

つ

る

す

を利用した商

になります。

支援窓口に相

活用の概要

対する強い想

した。自社製

ことの大切さ

ムページでの

ました。また

覧を確認する

利化や、イベ

っかりと表示

介した特許登

用することで

っかり理解し

問合せに対し

の違いを理解

た県外の催事

度比１０％ほ

窓口担当

同社は、県

効果的に活用

つ商品を通し

る「HIBA LIF

す。 

商品開発から

自社ブラン

相談すること

窓

窓口

（記：窓口

想いとともに

製品を知的財

さを意識して

の知的財産権

た当窓口から

ることにより

ベント出展の

示されたこと

登録料減免制

で商品開発の

して商品を販

して、同社商

解していただ

事においても

ほど増加して

当者から一

県民に親しまれ

しています。

して、これか

FE」（ヒバラ

企業か

ら販売まで、

ンドの構築か

とが重要です

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

に知的財産権

財産で守ると

もらえるよ

権の表示等や

のアドバイ

り新たな視点

の際の商品や

によって効果

制度を利用す

の段階から知

販売するよう

商品は登録商

だいて差別化

も自社商品に

います。 

言 （氏名

れている青森

。芳香剤や化

らも会社名で

ライフ）を実

からのメッ

各段階ごと

から販路拡大

す。 

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

権への意識が

と共に、社員

うにと、当窓

や、商標権の

スで、J-Pla

点が生まれ新

やパンフレッ

果的な商品

することで知

的財産権へ

になりまし

標をラベル

を図り、改

自信を持ち、

名：今野 

森ヒバを利用

化粧品、そし

である「ヒバ

実現してくれ

セージ 

とに知的財産

大に向けて、

概要 

概要 

ったところ

が高く、新商

に自社の知

窓口を利用す

更新及び新た

atPat を活

商品開発の

ト等への知

PR が行え

的財産権維

の社内意識が

た。また当社

に使用してい

めて同社の商

、安心して営

峰子） 

用した商品づ

して入浴剤等

バ開発」によ

れる商品を提

を意識して保

自信を持って

ろ 

品発売前に出

的財産権とそ

するようにな

たな出願を自

用して同社が

きっかけにも

的財産権の表

るようにな

持管理費の削

が高まり、取

社の芳香剤の

いることを説

商品を購入い

営業活動がで

づくりに知的

等、身の回り

より、豊かで

供いただきた

保護していく

て活動してい

出願や権利

それらを効

なりました。

自社で行う

が保有する

もなりまし

表示につい

りました。

削減にもつ

取得した商

の類似商品

説明するこ

いただくよ

できるよう

的財産権を

りで役に立

で潤いのあ

たい思いま

くことは会

いくために

2020年1月30日掲載　旧原稿


